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岩国市子どもの読書活動推進計画（第三次）（案）に関するパブリックコメントの 

ご意見と市の考え方について 

平成 27 年３月 31 日 

岩  国  市 

 

 岩国市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成 13 年法律第 154 号）に基づ

き、平成 16 年３月に「岩国市子どもの読書活動推進計画」（第一次）、平成 22 年 3 月に同

計画（第二次）を策定し、様々な施策を実施してきました。 

 このたび第三次計画策定にあたり、すべての子供たちが本と出会うことができる読書環

境を整備するために、第二次計画の見直しと新たな取組について協議を重ねてまいりまし

た。 

 本年１月には、この計画案についてパブリックコメントを実施し、そのご意見等と市の

考え方について下記のとおり取りまとめましたので公表いたします。 

 なお、「岩国市子どもの読書活動推進計画」（第三次）は、本年３月に策定されましたの

で、あわせてご報告いたします。 

 ご意見をお寄せいただきました皆様のご協力に厚くお礼申し上げます。 

 

記 

１ パブリックコメント実施の概要 

（１） 募集期間    平成 27年１月６日（火）から同年１月 20日（火）まで 

（２） 告知方法    広報いわくに、岩国市及び図書館ホームページ、中央図書館 

  掲示 

（３） 公表方法    岩国市情報コーナー、教育委員会教育政策課、各総合支所、 

各支所、各出張所、各教育支所、各図書館 

（４） 意見受付方法  郵便、ファクシミリ、電子メール、中央図書館窓口 

 

２ 受付意見数 

  意見等の提出者は、７名（すべて個人）で、44 件でした。その内容の内訳は、次のと

おりです。 

  「第１章 計画策定の主旨」について             ２件 

  「第２章 計画の基本的な方針」について           １件 

  「第３章 第二次計画期間における取組・成果」について    12 件 

  「第４章 計画の内容」について               20 件 

  「第５章 計画実現のために」について            ３件 

  「資料編」について                     ３件 

   その他（全体的な意見や感想など）             ３件 
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３ 意見の内容及びそれに対する市の考え方 

   ※字句、表記については、整理させていただきました。 

   

 ●「第１章 計画策定の主旨」について 

意見の内容 意見に対する市の考え方 

学校図書館法の改正を取り上げてあり

ますが、全体として法改正を見据えての今

後の計画の検討が、あまりなされていない

と思います。 

学校司書の配置の方法については検

討段階であり、具体的に記載がされてお

りませんが、配置について努力してまい

ります。〔学校教育課〕 

改正学校図書館法により学校司書が法

律に位置づけられたことが述べられてい

ます。しかし、第三次計画案に関連して、

法改正をどのように検討し、反映されてい

るのかがわかりません。 

第三次計画の実施期間は改正学校図書

館法施行後の平成27年度から平成31年度

であることを考えるならば、この法改正の

内容をどのように検討し、ふまえたのかを

第１章に書き込んでください。その場合、

平成 26 年７月 29 日付けの文科省の「学校

図書館法の一部を改正する法律の公布に

ついて」（通知）の留意事項の(1)(2)を考

慮してください。 

学校司書の重要性については、十分認

識しているところです。また、「学校図

書館法の一部を改正する法律の公布に

ついての通知に留意し、配置について努

力してまいります。〔学校教育課〕 

 

 

●「第２章 計画の基本的な方針」について 

意見の内容 意見に対する市の考え方 

計画の基本的な方針で、専門的職員の必

要性を明記している点はとりわけ大事に

考えたいところです。図書館サービスを担

う図書館司書や学校司書の存在と「専門性

の高さ」が子供の読書活動の要になると思

います。 

職員の専門性については、今後も自己

研鑽や研修により高めるよう努めます。

ご意見を参考にして今後の読書活動を

推進してまいります。〔学校教育課〕〔中

央図書館〕 
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●「第３章 第二次計画期間における取組・成果」について 

   ※「項目３ 学校」の部分については、「岩国市子どもの読書活動推進計画（第三次）」

の小項目名を第二次計画期間における取組に沿った内容に変更しました。 

項目 意見の内容 意見に対する市の考え方 

３ 
 

学 

校 
 
  

この項目に全校一斉の読書活動

の取組が挙がっていることに違和

感があります。全校一斉の読書活動

の取組は果たして「利用環境の充

実」といえるのでしょうか？ 

小項目名を第二次計画期間における

取組に沿った内容に変更し、（1）教員に

よる読書指導の充実の項へ記載いたし

ます。〔学校教育課〕 

この項目の内容と、資料編のアン

ケート調査結果は関連づけて検証

がなされているでしょうか？調査

結果の本の入手方法や学校図書館

の利用頻度をみると、児童生徒がほ

とんど学校図書館に期待していな

い実態がわかります。 

児童生徒の潜在的な知的好奇心

を掘り起こし、必要とする本や資料

を的確に手渡すことについての課

題が多いことがこのデータから読

み取れます。蔵書そのものがもつ読

書を喚起する力を含め、選書の在り

方、蔵書冊数等、第二次計画期間に

おける読書活動を保障する環境整

備つまり「基盤整備」の実態につい

て再検討をしていただきたいです。 

学校図書館の利用についてはまだま

だ十分ではないと考えております。児童

生徒の学校図書館利用の促進について

これからも努力してまいります。〔学校

教育課〕 

「利用環境の充実については、最

低限保障されていなければならな

いことは学校図書館が終日、いつで

も開館していて、専門的な力量のあ

る職員により資料の提供が的確に

行なわれていることです。そのこと

が保障されていないという実態を

真摯に受け止め、今後の計画に反映

させる必要があると思います。 

学校図書館の利用環境の充実につい

ては引き続き努力してまいります。〔学

校教育課〕 
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３ 
 

学 

校 
 
  

読書活動推進員の配置とモデル

校の記載がありますが、推進員への

研修等をどのように行い、また各校

に入っている読み聞かせボランテ

ィア等との連携をどのように行っ

ていくのかをもう少し、深く説明し

てほしいと感じます。 

読書活動推進員の研修については、学

校図書館の運営や読書活動活性化のた

めの具体的な取組事例等について、講師

を招聘したり、読書活動推進員同士の情

報交換を行ったりしています。〔学校教

育課〕 

読書推進員という存在がよくわ

からない。何か資格でもあるのか。 

読書活動推進員には、教員免許（中

学・高校は国語の教員免許）、司書教諭、

図書館司書のうちいずれかの資格が必

要です。〔学校教育課〕 

読書活動の充実が、ボランティア

に任されているような記載が気に

なります。本来、専門家の指導があ

る中で、ボランティアは活動できる

と思います。 

また、7ページ（2）の資料の充実

の中に、調べ学習資料について、と

りあげていますが、学校図書館につ

いては、どのような充実が行われて

いるかの説明がないように思われ

ます。 

 

 

 

 

学校における読み聞かせやブックト

ーク等の活動は、教室において学級単位

で行われることも多く、ボランティアの

協力によって実現している活動です。学

校･家庭･地域の連携を一層推進してい

く観点から、今後も大切にしていきたい

取組と考えおり、ボランティアへの研修

情報の提供等についても検討していき

たいと考えます。 

学校図書館への調べ学習資料につい

ては、各教科等の内容との関連をもとに

学校ごとに整備されていますが、どの資

料をどれだけ整備するかについては各

学校の判断によって行われるため、推進

計画の中には具体的に記述していませ

ん。〔学校教育課〕 
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４ 
 

図 

書 

館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基本的な方針に「専門的職員の必

要性」が挙がっていますが、この内

容では専門的職員が適切に配置さ

れているかどうかがわかりません。 

専門の児童サービス担当者は全

員、司書資格をもっている方があた

っておられるのでしょうか？ 

また、嘱託職員を３人に増員とあ

りますが、岩国市の嘱託職員の場

合、５年で雇い止めとなり、資料と

資料提供に精通できるとはいえな

い雇用形態です。この職員体制で図

書館における児童サービスを市域

の全域に保障できているのでしょ

うか？正規、非正規を問わず専門職

であるならば、自主研修を含め、研

修し、研鑽を積むのは当然のことで

す。しかし、いくらいくら研修して

も、嘱託職員の場合、たった５年間

の雇用ではどんなに優れた方でも

専門性を高めるのは困難です。 

「岩国市図書館年報」によると、

図書館職員の内訳は＜平成 20年

度・職員 21（15）、嘱託 36（9）→

平成 25 年度 19（12）、嘱託 36（8）

（ ）は司書＞となっています。こ

の 5年間で正規採用の有資格者及び

嘱託職員の有資格者が減っていま

す。こういったことからも果たして

児童サービスについて専門性と全

域サービスが保証されているのか

疑問に思うとともに、憂慮していま

す。 

児童サービス担当者の中には、司書資

格を持っていない者もおります。増員や

嘱託職員雇用の期間延長については、市

の財政状況等から困難な状況ですが、そ

の中で、職員体制を充実させ児童サービ

スの充実に努めます。〔中央図書館〕 
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５ 

連 

携 
 

「子どもの読書活動推進計画検

証会議」の参加者、討議内容などは

書かれていない。単にネットワーク

を作っただけなのか、有益な議論が

行なわれたのか。 

子どもの読書活動推進計画検証会議

を、年に１回開催しました。関係各課が

集まり、計画の実施状況等について、報

告、検証し、子供の読書活動推進に関す

る情報交換を行ないました。そのように

表記を改めます。〔中央図書館〕 
検証会議をどのくらいの頻度で、

またどのような検証を行ってきた

のかがわかりません。 

研修が単発的であるように思い

ます。毎年行い、その中で推進員と

の連携も行って頂きたいと思いま

す。 

行事や研修会等の継続的な共同開催

に努めます。今後は読書活動推進員（学

校司書）とも連携を深めていきます。〔中

央図書館〕 

１回交流会を開きましたが、その

時に質問や悩みなどの話が出まし

たが、その後の指導もなく、１回き

りの交流だけで、取組・成果の所に

上げられるのでしょうか？ボラン

ティアには専門家の指導があって

始めて成果となるのではないでし

ょうか？ 

第三次計画期間において、交流会の開

催については、要望等を踏まえて検討い

たします。〔中央図書館〕 

参
考
資
料 

第
二
次
期
間
に
お
け
る

方
策
の
数
値
目
標
達
成
状
況 

（図書館ヤングアダルトコーナー

の充実について） 

なぜヤングアダルトコーナーの

図書だけ毎年目標数に達していな

いのか。 

受け入れ冊数は、ヤングアダルト（主

に中高生）向けの図書出版点数が相対的

に少ないことが大きいのではないかと

考えていますが、目標冊数に達するよう

努めます。〔中央図書館〕 

 



7 

 

●「第４章 計画の内容」について 

項目 意見の内容 意見に対する市の考え方 

⑵ 

幼

稚

園

・

保

育

所 

「保護者に向けての啓発活動も

行なっていますが、まだ十分には絵

本に対する重要性や楽しさを知ら

せることはできていません」という

ことであるが、具体的にはどのよう

な啓発をしているのか。その、「啓

発」が十分ではないと判断する根拠

はどこか。 

絵本の紹介・絵本の貸出し・おはな

し会の開催・子育て支援教室の開催・

参観日・園だよりを通じて情報提供を

行うなど、家庭における読み聞かせの

実践に役立つような保護者向けの啓

発活動を行っています。（19 ページの

保護者に向けた啓発活動の部分の記

述をより詳しく改めました。） 

啓発が十分でない根拠としては、市

内の保育園・幼稚園に向け実施状況ア

ンケートを行い、その結果、目標値に

達していないことからです。〔こども

支援課〕 

 

 ⑶ 

学 

校 

 

      

１ページ 19 行・20 行で、法改正

で学校司書が位置づけられた事に

ふれているので、20 ページ（３）12

行目学校図書館担当職員（いわゆる

学校司書）という言い方でなく学校

司書と示してほしい。 

学校司書とします。〔学校教育課〕 

県の「推進計画」の引用で「学校

図書館担当職員（いわゆる学校司

書）」とあります。この書き方は学

校図書館法改正前の書き方です。４

月から改正学校図書館方が施行さ

れることをふまえ、改正法第６条の

内容での書き方を検討してくださ

い。 

【現状と課題】「新聞の整備につ

いても徐々に広がってきており」と

ありますが、具体的なデータがな

く、実態がわかりません。国は新聞

配備についても地方財政措置をし

ていますが、適切に予算化をされて

いるのでしょうか？新聞配備に関

するデータを明示してください。 

新聞の活用については現在各学校

の判断により進められております。そ

の重要性は認識しておりますが、具体

的な整備のあり方については検討中

です。〔学校教育課〕 
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 ⑶ 

学 

校 

 

 

「子供の自主的な取組による学

校図書館運営」という文書に疑問が

あります。この書き方だと、特別活

動の一環として学校図書館におい

て児童生徒が委員会活動等を主体

的に取り組むということと、「運営」

がイコールと読めてしまいます。 

「学校図書館運営」は学校図書館

を「機能させる」ということであり、

子供ではなく、専門的な力量のある

職員が担うものです。 

｢子供の主体的な取組による読書活

動推進｣と訂正します。〔学校教育課〕 

「子供の～学校図書館運営をは

じめ、」とありますが、図書館運営

は、子供が取り組むのはおかしいの

ではないでしょうか？“教員・学校

司書等の指導のもと”などと示して

ほしい。 

特別活動として教育課程に位置付

けられている教育活動について述べ

たもので、司書教諭や学校司書による

運営と性格の異なる活動です。そのた

め、｢子供の主体的な取組による読書

活動推進」と訂正します。〔学校教育

課〕 
「子供の主体的な取組による学

校図書館運営」とありますが運営を

するのは、専門的な職員ではないか

と思いました。 

「マルチメディアデイジー図書

等」について、計画的な取組が必要

とだけ書いてあり、具体的なことが

この文面ではわかりません。山口県

立山口図書館に設置されている「マ

ルチメディアデイジー室」とも課題

を共有し、計画的な検討をおこなっ

てほしいです。 

｢マルチメディアデイジー図書等」

の重要性について認識をしていると

ころです。ハードの整備やソフトの利

用等、様々な課題への対応について検

討してまいります。〔学校教育課〕 

「読書活動推進員の増員を図り」

とあります。「読書活動推進員」の

増員ではなく、この推進計画は平成

31 年度までのものであることをふ

まえ、改正学校図書館法の趣旨を検

討し、専門的な学校司書を配置する

ことの検討を盛り込んでください。 

読書活動推進員配置校では、学校の

読書活動の充実に大きな成果が上が

っており、配置を希望する学校も増加

しております。学校司書の配置と併せ

て、人的な課題については検討してま

いります。〔学校教育課〕 
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⑶ 

学 

校 

 

また、現在の「読書活動推進員」

の今日条件では専門性のある人を

確保することは困難です。 

 

目標の中に、⑤として「学校司書

配置の推進」を追加してほしいと思

います。 

目標には記載しておりませんが、学

校司書の配置について努力してまい

ります。〔学校教育課〕 

⑤項目に「学校司書配置を推進す

る」の一文をお願いします。 

 

６ページをめぐる意見にも書き

ましたが、資料編にあるアンケート

調査結果をふまえ、目標及び方策を

検討してください。第２章の基本的

方策に則り、「専門職員の必要性」

つまり学校司書配置の検討を盛り

込んでください。 

 

学校司書の配置について努力して

まいります。〔学校教育課〕 

“⑤学校司書の配置”を入れてほ

しい。今までも岩国市では読書活動

推進員の充実やモデル校にも取り

組んでこられたので、ぜひ第三次計

画には司書の配置へ示してほしい。

それにより【方策】の①～④の取り

組みも成果が上がっていくと思い

ます。 

 

小さい頃は本好きな子供たちも

だんだんと本離れになるようで、そ

の一因として学校図書館の魅力不

足もあるかと思います。その図書館

の充実のためにも学校司書の配置

が必要ではないでしょうか。目標の

中に加えていただきたいと思いま

す。 
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 ⑶ 

学 

校 

 

方策③魅力ある学校図書館の運

営 の記述に疑問があります。広報

活動や推薦図書等の設置は、学校図

書館活動の一部分であって、「運営」

は学校図書館を「機能させる」とい

うことがなければ成立しません。こ

のような書き方は「魅力ある学校図

書館の運営」の中身を矮小化させる

恐れがあると大変危惧しています。 

広報活動や推薦図書等の設置の充

実は、あくまでも学校図書館の運営の

一部と考えております。学校図書館機

能の充実についても努力してまいり

ます。〔学校教育課〕 

平成 25 年当時玖珂中学校では朝

学として毎日読書の時間があった。

読書は国語の読解力、算数数学の応

用問題を解読する力となり近年の

子供たちの不得手な学力の向上に

も役立つ。 

貴重な御意見ありがとうございま

した。〔学校教育課〕 

  学校図書及び図書館の図書購入に

は、児童生徒及び市民のリクエスト

制度を導入してほしい。良書を提供

していただくことは大切なことだ

が図書室図書館に足を運んでもら

うためには、読み手側の興味ある書

籍（良書として逸脱しない範囲で）

置いてあることが一番です。頻繁に

足を運んでもらうことで読書する

書籍の種類も幅も広がっていくは

ずです。そのために、図書室・図書

館では毎月テーマを決めて「おすす

め本」と目につきやすいようにディ

スプレイされることを望む。 

 

学校図書館の図書購入は各学校の

判断により行われていますが、子供の

リクエストの反映やディスプレイの

工夫等の取組も見られるところです。 

〔学校教育課〕 

市図書館では、リクエスト制度によ

り図書を購入しています。また大人向

け・子供向けのテーマ展示も行なって

います。〔中央図書館〕 

 

⑷ 

図

書

館 

   

「専任の児童サービス担当職員

を配置する」とありますが、実際に

市民のレファレンスに答えてくれ

る司書の方も少なくなっているよ

うに思えます。専門の司書の職員の

増員が必要ではないでしょうか？ 

 

職員の増員は、市の財政状況等から

困難な状況です。〔中央図書館〕 
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●「第５章 計画の実現のために」について 

 

 

 

 

 

⑷ 

図

書

館 

   

子育ての頃を思い出し現在、孫（８

ヶ月）のために、絵本を読んでいま

す。読書活動推進計画を見まして、

改めて、活動自体を知らないことを

感じました。様々な取組を知る機会

がもっとあればよいと思います。 

第二次計画期間では、毎年、市役所

と中央図書館でこの計画で挙げられ

た行事等の写真と解説をパネルに貼

り付けて、展示し、紹介いたしました。

今後も継続し、広報等に工夫をいたし

ます。〔中央図書館〕 

【方策】①の「研修等の実施」の

前に「連続して」を加えてほしい。 

表記は現行どおりとさせていただ

きますが、ご意見を踏まえ、連絡会・

研修会等を積極的に実施してまいり

ます。〔中央図書館〕 

項目 意見の内容 意見に対する市の考え方 

 

２ 

“定期的に”とありますが、最低

一年に一度は検証し、見直していた

だきたいです。またそれを何らかの

形で市民に示してほしいです。 

子どもの読書活動推進計画検証会議

は、年に１回この推進計画の関係各課が

集まり、計画の実施状況等について、報

告、検証し、子供の読書活動推進に関す

る情報交換を行ないます。 

また、この会議の結果、計画の見直し

等の決定がなされるようになれば、ホー

ムページ等によりお示しします。〔中央

図書館〕 

 

４ 
“財政上の措置”とありますが、

ぜひ学校司書の配置に向かうよう

に行政にお願いしていただきたい

です。 

学校司書の配置について努力してま

いります。〔学校教育課〕 

「必要な財政上の措置を講ずる

よう努めます。」を要望として「必

要な財政上の措置を講じます。」 

予算等のことから現行の表記とさせ

ていただきます。〔中央図書館〕 
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●「資料編」について 

項目 意見の内容 意見に対する市の考え方 

ア
ン
ケ
ー
ト
（
「
児
童
生
徒
向
け
調
査
」
に
つ
い
て
） 

30 ページ１（２）市内小学校３、

中学校３は、アンケートとして少な

いのでは？すべての小中学校に行

なった方がいいと思います。 

第三次計画策定において初めて小中

学校にアンケートを実施いたしました。 

すべての小中学校にアンケートを行な

うことが理想ですが、現状の事務体制か

ら困難と考えています。アンケート数を

増やす方向で検討をさせていただきま

す。〔中央図書館〕 

学校図書館法に基づいて、「学校

図書館」と表記してほしいと思いま

す。 

児童生徒へ回答を求めるアンケート

のため、学校現場の先生と協議をした結

果、このアンケートでは子供たちが分か

りやすい「図書室」とさせていただきま

した。〔中央図書館〕 

36 ページ中学生・高校生になるに

つれて、学校図書館に行なってない

というのは、問題ではないでしょう

か？勉強も進み、必要な資料や調べ

物も増えると思いますが、学校図書

館を利用していないという事は岩

国市内の子供たちの図書館教育が

機能してない事の現われではない

かと思われます。小学校・中学校へ

の学校司書の配置促進は必要だと

強く思います。 

学校司書の配置について努力してま

いります。〔学校教育課〕 

 

 

●その他について 

意見の内容 意見に対する市の考え方 

玖珂図書館は狭い。２階の書庫と読書ス

ペースは本来別々の部屋にされるべきも

の。できれば玖珂図書館として別の施設を

建設されるか移設を望む。 

現時点では、困難な状況ですが、市全

体の将来的な施設整備の課題となりま

すので、ご意見として承らせていただき

ます。〔中央図書館〕 
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募集期間が 1 月６日～２０日と２週間

なのは短いのではないでしょうか。 

１ヶ月の募集期間の必要性は認識し

ておりましたが、会議などの開催スケジ

ュールの関係で結果的に約２週間とな

ってしまいました。次期の計画期間にお

いては、期間を１カ月程度といたしま

す。〔中央図書館〕 
パブリックコメントの意見募集期間に

ついて、「岩国市パブリックコメント実施

要綱」には、「市民等が意見を提出するた

めに必要な期間を勘案し、1月程度を目安

とするものとする」とあります。この案に

対する意見募集期間は要綱で求めている

期間よりとても短いです。「要綱」の内容

にしたがって実施すべきだと思います。な

ぜ、このようなことになってしまったので

しょうか。 

 


